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【デジタルを活用した取組の全体概要】 

・これまで、欠席連絡や検温報告、各種お便りなど、電話や紙で行われてき

た学校と保護者間の連絡をデジタル化し、保護者の利便性向上と教職員の

働き方改革を推進する取組。 

 

【実施に至る経緯・動機】 

・国のＧＩＧＡスクール構想に基づき、本市では、子どもたちが新しい時代

で活躍するために必要な資質能力の更なる育成を図るため、「誰一人取り

残さない、個別最適な学び、協働的な学びの充実」、「教職員の働き方改

革」などを基本方針として掲げ「岐阜市ＧＩＧＡスクール推進計画」を令

和４年３月に策定し、オール岐阜市学校体制で継続的にＧＩＧＡスクール

の推進を図ることとしている。 

・その取組みの中で、教職員の多忙の要因となっている毎朝の欠席等の電話

応対やシステム入力事務、保護者への文書配布等の事務にフォーカスし、

デジタルの価値を最大限発揮してこれらの課題解決を図るとともに、保護

者の利便性向上にも資する取組みとして、令和３年度にシステム企画、モ

デル校での実証、実証結果評価、追加機能要望・実装の上、令和４年度か

らの全校展開を決めた。 

 

【解決する課題の具体的内容】 

・朝の欠席や遅刻等の連絡は電話で行われており、保護者としては「電話が

なかなか繋がらない」、学校側としては「電話応対に追われる」等の課

題。 

・新型コロナウイルス感染症の拡大による、学校での毎朝の全ての児童生徒

が紙に記載して持参する検温結果確認作業に追われる。 

・学校から保護者への各種お便りなどは、学校での印刷・仕分け・児童生徒

への配布⇒児童生徒経由で保護者に手渡しされており、渡し忘れや紙の紛

失など確実な伝達に課題。 

・学校における日々の出席情報の校務システムへの入力作業、更に学校等欠

席者感染症情報システム（日本学校保健会）への入力作業の負担。 

 

 



デジタルを活用

した取組による

成果（成果がわ

かるデータ・数

値） 

令和３年度モデル実証における評価結果 

・毎朝一定時間に集中していた欠席等の電話応対がなくなる 

・養護教諭の日々の負担が 75分軽減 

・保護者満足度８割以上 

 

本取組の特徴的

な点やデジタル

の活用において

工夫した点 

・保護者にとって、朝の学校への電話が繋がり難いことによる負担、不便さ

を、デジタル化により、「いつでも」、「どこからでも」「自身のスマホ

等で」、「簡単に」連絡を済ませられることで利便性向上を図る。 

・教職員の多忙の要因の１つである朝の電話対応の課題をデジタル化により

朝の電話集中をなくして負担軽減を図り、子どもたちに向き合う時間や授

業準備の時間を確保する。 

・学校での日々の欠席等の情報の入力が校務システム、感染症システムと二

重作業になっていたところを、保護者が入力した欠席等の情報を「ワンス

オンリー」、「ワンストップ」で校務システム、学校等欠席者感染症情報

システム（日本学校保健会）へ連携し、その間の学校での重複入力を不要

とし、教職員の負担軽減を図る。 

・印刷・仕分け・配布と負担のかかる紙の文書配布やアンケートを廃止でき

るよう、学校⇒保護者向け文書やアンケートをデジタルで一斉配信できる

ようにし、教職員の負担軽減を図る。また、これにより、保護者にとって

も児童生徒経由で手渡ししていたお便り等を確実に受けとれるようにな

り、重要事項の確実な伝達が図れるようする。 

 

 

今後の展望 

・令和４年６月 全ての市立小中学校、特別支援学校、幼稚園で活用開始。 

 

 

 

 
 
  



 

「学校と保護者間連絡のデジタル化による利便性向上と働き方改革の推進」概要図 

 

 
 

 


